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当協会では，水稲用除草剤の効果の
安定と水田外への流出防止のため，散
布前後の水管理の徹底を啓発する活動
を行っています。
一般に，水稲用除草剤は，散布後有
効成分が水中に溶け出し，水田水を介
して水田土壌の表層に拡がって除草効
果を発揮します。このため，散布後に
止水し，水田外への成分の流出を防ぐ
ことは，除草効果を安定させるととも

に環境への影響を小さくすることにな
り，特に散布後 7日間落水，か
け流しをしないことが重要です。
この点について注意を促す内容の
キャンペーン広告を，会員会社の協力
を得て，水稲除草剤の散布時期に新聞
に掲載するとともに，当協会ホーム
ページでも紹介しています。こうした
適正使用キャンペーンは，平成 15 年
（2003 年）から毎年継続して実施し，

現在に至っています。
キャンペーン広告では，かけ流しを
させないための水管理法として，当協
会が推奨している「除草剤散布後水
田水がなくなるまで給水しない止水
管理」を平成 24 年（2012 年）より
紹介しています。この水管理法の詳
細については，当協会ホームページ
（http://www.japr.or.jp/）をご覧くだ
さい。

除草剤適正使用キャンペーンについて
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　公益財団法人日本植物調節剤研究協会

長岡：ダイズ圃場における帰化アサガオ類防除のための栽植様式と茎葉処理剤の散布時期の検討　3
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富山県農林水産総合技術センター
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長岡　令

1. 富山県での帰化アサガオ
類の発生状況

富山県では，2007 年頃から帰化ア
サガオ類（以下，アサガオ）の発生が
確認され，現在は県内各地域で発生が
みられる（図 -1）。県内での優占種は
マルバルコウで，その他にアメリカア
サガオやマメアサガオが確認されてい
る（図 -2）。アサガオはダイズにから
みつき，繁茂すると減収するのみなら
ず，ダイズを倒伏させ，収穫作業が不
可能となる場合もある（図 -3）。

2. 栽培様式による防除体系
の検討

本県では，ダイズの慣行栽培におけ
るアサガオの防除法として，2 回の培
土とベンタゾン液剤とグルホシネート

液剤を体系処理する防除体系
（富山県農林水産総合技術セ
ンター農業研究所 2014.「平
成 26 年度農業分野試験研究
の成果と普及」）が確立され
ている（図 -4，5，6）。これ
は，培土による「耕種的防除」
に，茎葉処理剤の散布による

「化学的防除」の 2 種類の防
除ツールを組み合わせた防除
体系である。しかし，この体
系では培土と茎葉処理剤散布
の 4 回の作業をダイズ播種
後 20 ～ 40 日頃の短期間に
行う必要がある（図 -6 青枠）。

また，この時期は北陸地方の梅雨と重
なるため，適期を逃さずに防除を行わ
なければならない。そこで，慣行栽培
と耕うん同時畝立て狭畦栽培（以下，
狭畦栽培）の防除効果を比較し，より
省力的な防除の可能性について検討し
た。

(1)　材料および方法

試験は，2014 年，2015 年に富山
市内の現地圃場において，ダイズ品種

「エンレイ」を用いて行った。
2014 年は 5 月 30 日に播種し，栽

植密度は，慣行区 13.1 本 /㎡，狭畦
区 29.6 本 /㎡であった（表 -1）。除草

図 -2　富山県で発生が確認されている帰化アサガオ類　
図-2 富山県で発生が確認されている帰化アサガオ類

図-3 マルバルコウに覆われたダイズ圃場     図-5 管理機によるベンタゾン液剤散布布の様子

図-6   管理機によるグルホシネート液剤散布の様子     写真-5 培土後、ダイズの株元に残草                   
した帰化アサガオ

マメアサガオアメリカアサガオマルバルコウ

：発生程度・多の大豆ほ場
：発生程度・少の大豆ほ場
：大豆ほ場以外での発生

図 -1　  富山県における帰化アサガオ類の発生状況 (2014)
注）県農林振興センター調べ

図 -3　  マルバルコウに覆われ
たダイズ圃場　

図 -4　  管理機によるベンタゾ
ン液剤散布布の様子　

図 -5　  管理機によるグルホシ
ネート液剤散布の様子　

：発生程度・多の大豆ほ場
：発生程度・少の大豆ほ場
：大豆ほ場以外での発生

ダイズ生育

ステージ

防除作業

播種

▼

▲

土壌処理剤

2葉期

▲

ﾍﾞﾝﾀｿﾞﾝ液剤

▲

1回目培土

▲

2回目培土

5葉期

▼

▲

ｸﾞﾙﾎｼﾈｰﾄ液剤

4葉期

▼

写真-6 ベンタゾン液剤の薬剤付着率調査

注 1）薬剤散布前の感水紙の状況          注 2）薬剤散布後の感水紙の状況

  黄色の長方形の紙（点線で囲んだ物）が感水紙     青い部分が薬剤付着部分

図-1 富山県における帰化アサガオの発生状況(2014)
注）県農林振興センター調べ

図-4 ダイズの慣行栽培における帰化アサガオ類の防除法（富山県）

青枠：慣行栽培での雑草防除に関する作業（播種後 20～40 日に４つの作業）

赤枠：薬害の発生を回避するため、ベンタゾンの適期散布がされていない

株間

5葉期

▼
4葉期

▼

ﾍﾞﾝﾀｿﾞﾝ液剤

▲

1回目培土

▲

2回目培土

▲

ｸﾞﾙﾎｼﾈｰﾄ液剤

2葉期

▲

ﾍﾞﾝﾀｿﾞﾝ液剤

条間

図 -6　 ダイズの慣行栽培における帰化アサガオ類の防除法（富山県）
 青枠：慣行栽培での雑草防除に関する作業（播種後 20 ～ 40 日に４つの作業）
 赤枠：薬害の発生を回避するため、ベンタゾンの適期散布がされていない



44　植調　Vol.53, No.1（2019)

剤散布は，播種後にトリフルラリン粒
剤を試験圃場全面に散布し，その後薬
剤処理試験区にはベンタゾン液剤を播
種後 21 日（6/20），グルホシネート
液剤を播種後 46日（7/15）に乗用管
理機で全面散布した。慣行区の培土は，
播種後 24 日（6/23）と 34 日（7/3）
に行った（表 -2）。
2015 年は 6月 1日に播種し，栽植
密度は，慣行区 13.1 本 /㎡，狭畦区
15.7 本 /㎡であった（表 -1）。除草剤
散布は，播種後にアラクロール・リニュ
ロン乳剤を試験圃場全面に散布し，そ
の後薬剤処理区にはベンタゾン液剤を
播種後 23 日（6/24），グルホシネー
ト液剤を播種後 32 日（7/3）に乗用
管理機で全面散布した。慣行区の培土
は，播種後 25日（6/26）と 32日（7/3）
に行った（表 -2）。
2014 年は，アサガオの発生が少程
度で，マルバルコウが優占する圃場，
2015 年は，発生が中～多程度で，マ
ルバルコウの自然発生圃場に，マルバ
ルコウ，アメリカアサガオ，マメアサ
ガオ種子を刺傷処理したものを埋め込
み，調査した。調査項目は，ダイズ成
熟期のアサガオの残草量と残草株数と
し，播種様式ごとに比較した。

(2) 結果および考察

播種様式ごとに，成熟期のアサガオ
の残草量を比較したところ，アサガオ
の発生が少程度だった 2014 年，中～
多程度だった 2015 年ともに，茎葉処
理剤が無散布の場合では，狭畦区に比
べ，慣行区の方が残草量は少なく，2
回培土による防除効果が高いことが示
された。一方で，茎葉処理剤を散布し
た場合，両播種様式で残草量が減り，
狭畦区では培土をしていないにも関わ
らず，慣行区と同等の防除効果が得ら
れた（図 -7）。
このことから，狭畦栽培では茎葉処
理剤のみの防除体系で，慣行栽培と同
等の防除効果が得られ，より省力的な
防除が可能であることがわかった。

3. より効果的な防除に向けて

2015 年までの調査で，培土作業を
省く狭畦栽培では，茎葉処理剤のみの
防除体系で，慣行栽培と同等の防除効
果が得られることを確認したが，その
理由は明らかでなかった。一方，ベ
ンタゾン液剤の散布適期はダイズ2葉
期とされるが，生産現場では薬害の発
生を回避するため，それより遅い時期
に散布される場合が多い（図 -6赤枠）。
散布時期の遅れはアサガオの生育に伴
う防除効果の低下のみならず，ダイズ
の被覆により雑草に付着する薬液量の
低下を生じさせると考えられるが，こ
れについても明らかにされていなかっ
た。さらに，慣行栽培では培土作業後に，
ダイズの株元にアサガオが残草する事

表 -1　栽植様式（2014～ 2015）　
播種量 条間 栽植密度

（kg/10a） （ｃｍ） （本/㎡）

慣行 3.9 80 13.1

狭畦 10.0 40 29.6

慣行 5.0 81 13.1

狭畦 5.9 41 15.7

播種様式年度

2014

2015

１回目 ２回目 ベンタゾン液剤 グルホシネート液剤

無散布 播種後24日（6/23） 播種後34日（7/3） - -

散布 播種後24日（6/23） 播種後34日（7/3） 播種後21日（6/20） 播種後46日（7/15）

無散布 - - - -

散布 - - 播種後21日（6/20） 播種後46日（7/15）

無散布 播種後25日（6/26） 播種後32日（7/3） - -

散布 播種後25日（6/26） 播種後32日（7/3） 播種後23日（6/24） 播種後32日（7/3）

無散布 - - - -

散布 - - 播種後23日（6/24） 播種後32日（7/3）

培土 茎葉除草剤
年度 播種様式 試験区

2014

2015

慣行

狭畦

慣行

狭畦

表 -2　雑草防除における処理（2014～ 2015）　

図 -7　成熟期の帰化アサガオ類残草量（2014～ 2015）
　　　注）図中の縦棒は標準誤差（2014年は反復ナシのため不記載）
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例も確認され，より効果的な防除法の
確立が求められていた（図 -8）。そこで，
ダイズ圃場における栽植様式と茎葉処
理除草剤の散布時期が雑草への薬剤付
着に及ぼす影響について検討した。

(1) 材料および方法

試験は，農業研究所内の圃場（中粗
粒灰色低地土・前作：水稲）で行った。
2016 年 6 月 7 日にダイズ品種「エン
レイ」を栽植密度14本/㎡で播種した。
栽植様式は慣行区（条間：80㎝，株間：
8.9cm）と狭畦区（平均条間：40cm，
株間 17.9cm）を設けた。ベンタゾン
液剤を播種後 20 日（6/27：ダイズ 2
葉期），31 日（7/8：ダイズ 5 ～ 6 葉
期），43 日（7/20：ダイズ 9 ～ 10 葉
期）に乗用管理機で全面散布した。な
お，散布薬量は 300mL/10a，水量は
100L/10a とした。また慣行区では，
培 土 を 播 種 後 24 日（7/1），30 日

（7/7）に行った。ベンタゾン液剤散
布時に，ダイズの生育と，植被率，キャ
ノピーアナライザ（AccuPAR LP-80, 
DECAGON 社）による群落内の光合
成有効放射量（PAR）および感水紙を
用いた条間と株間の地表面における薬
剤付着率を調査した（図 -9）。

(2) 結果および考察

1) ダイズ群落の被覆効果について　
アサガオ防除について，ダイズの被

覆による「生物的防除」の効果を検討
するため，ダイズ葉の植被率を調査し

たところ，慣行区に比べて狭畦区の植
被率が調査期間を通して高く推移した

（図 -10）。播種後 20 日（ダイズ 2 葉期）
のベンタゾン液剤散布時における植被
率は，慣行区と狭畦区で同程度であっ
た。一方，栽植様式によって，群落に
おける葉の分布が異なり，ベンタゾン
液剤散布時には，慣行栽培では播種し
た条に葉が集中し，株元が見えなかっ
たのに対し，狭畦栽培では葉が分散し，
株元が見えていた（図 -11）。そこで，
群落内の相対 PAR を群落全体，条間，

株間でそれぞれ測定したところ，慣行
区に比べて狭畦区の相対 PAR は播種
後 50 日まで群落全体と条間で低かっ
た。一方，株間では播種後 35 日頃ま
で高く推移した（図 -12）。

このことから，条間を狭く（狭畦化）
することにより，ダイズ群落全体の被
覆が早くなり，被覆の偏りが小さいた
め，被陰によるアサガオの生育抑制効
果が大きいことが明らかになった。
2) 茎葉処理除草剤の薬剤付着について

狭畦区では，茎葉処理剤の散布のみ
の防除で，慣行区と同等の防除効果が
得られたことから，茎葉処理剤の散布
による「化学的防除」の効果を検討す
るため，ベンタゾン液剤の薬剤付着率
を調査した。薬剤付着率は栽植様式お
よび群落内の位置にかかわらず，ベン
タゾン液剤の散布日が遅いほど低かっ
た（図 -13）。条間での薬剤付着率は，
播種後 20，31 日の散布では慣行区お
よび狭畦区ともに高かったが，播種
後43日では狭畦区で著しく低かった。

図 -8　  培土後、ダイズの株元に残草した帰化
アサ ガオ　

：発生程度・多の大豆ほ場
：発生程度・少の大豆ほ場
：大豆ほ場以外での発生
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図 -10　植被率の推移 (2016)
　　　 注）図中の縦棒：標準誤差
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図 -11 　ベンタゾン液剤散布時の群落の被覆状態 (2016)
 注 1）群落の 2 値化画像　白：植物体、黒：地面
 注 2）播種後 20 日　
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一方，株間での薬剤付着率は，慣行区
では薬剤散布日が遅くなるほど低かっ
たが，狭畦区では播種後 31 日までは
高く，播種後 43 日で慣行区と同様に
低かった。また，狭畦区の播種後 31
日の薬剤付着率は，慣行区の播種後
20 日の薬剤付着率と同程度もしくは
上回っていた。

このことから，狭畦栽培では播種後
30 日頃までの群落の被覆変動が小さ
く，特に株間のアサガオへの薬剤付着
率が高くなるため，散布適期（播種後
20 日頃）を 10 日過ぎてしまった場
合でも，高い防除効果が得られること
が明らかになった。

4. 留意点

狭畦栽培におけるアサガオ防除は，
培土による「耕種的防除」を省略し，

茎

葉処理剤による「化学的防除」とダ
イズの被覆による「生物的防除」の 2
種類の防除ツールを最大限に活用した
防除体系である。そのため，以下のこ
とに留意する必要がある。

留意点の 1 つは，アサガオの対象
草種である。本県で優占種である「マ
ルバルコウ」は，ベンタゾン液剤の防
除効果が高いため，狭畦栽培での防除
が可能である。一方，アメリカアサガ
オやマメアサガオはベンタゾン液剤に
よる防除効果が低いため，両品種が優
先する圃場では慣行栽培による培土を
含めた防除体系を実施する必要があ
る。

もう 1 つの留意点は，茎葉処理剤
の適切な散布である。茎葉処理剤，特
にベンタゾン液剤の防除効果は，天候
に大きく影響を受ける。前述したよう
に，この時期の北陸地方は梅雨にあた

るため，晴天日に合わせて作業を実施
する必要がある。

5. おわりに

アサガオは，単年度での根絶は極め
て困難な難防除雑草である。富山県で
はリーフレットを作成し，難防除雑草
の拡大を防ぐための対策をとってい
る。防除の基本は，「圃場に侵入させ
ない」ことだが，圃場内で発生してし
まった場合は，次年度に多発したり，
別の圃場へ種子が拡散しないよう，早
期に徹底して防除を行う必要がある。
また，多発圃場では，必ずアサガオの
草種を確認し，栽培様式に応じて適期
防除を数年にわたって確実に実施する
ことで，圃場内の種子量を減らし，最
終的にはアサガオの発生を根絶するよ
うにお願いしたい。 
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図 -12 群落内相対 PAR の推移 (2016)　
群落内地表面の光量子束密度
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　群落上部の光量子束密度
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図 -13　播種様式と薬剤散布時期がベンタゾン液剤の薬剤付着率に及ぼす影響 (2016)
　　 注）図中の縦棒：標準誤差
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